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議
会
は
、

月

日
の
本

会
議
で
、
枚
方
市
総
合
文
化

芸
術
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制

定

案
お
よ
び

枚
方
市
市

民
会
館
条
例
の
一
部
改
正

案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。

両
議
案
は
、
９
月

日
の

本
会
議
で
総
務
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、

日
に
審
査

が
行
わ
れ
た
後
、

月

日

の
本
会
議
で
有
山
正
信
総
務

常
任
委
員
長
か
ら
審
査
結
果

等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
の
内
容
お
よ
び
委
員

会
で
の
審
査
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

議
案
の
内
容

■
総
合
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

条
例
の
制
定

同
セ
ン
タ
ー

の
設
置
目
的
、
位
置
、
名
称

議
案
の
内
容

を
定
め
る
も
の
。

な
お
、

年
の
開
館
を
め

ざ
し
て
い
る
。

設
置
目
的

多
彩
な
文
化

芸
術
の
鑑
賞
・
創
造
・
普
及

活
動
、人
材
育
成
を
推
進
し
、

本
市
文
化
芸
術
の
振
興
を
図

る
と
と
も
に
、
人
々
の
交
流

促
進
や
都
市
の
魅
力
向
上
に

寄
与
す
る
拠
点
と
す
る
た
め
。

名
称

枚
方
市
総
合
文
化

芸
術
セ
ン
タ
ー

位
置

新
町
２
丁
目
２
８

０
番
４
外

■
市
民
会
館
条
例
の
一
部
改

正

大
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

（
仮
称
）
総
合
文
化
芸
術
セ

ン
タ
ー
の
開
館
時
期
に
合
わ

せ
て
廃
止
を
予
定
し
て
い
た
。

し
か
し
、
大
阪
北
部
地
震
で

損
傷
し
、
安
全
性
が
損
な
わ

れ
た
こ
と
か
ら
、
使
用
を
中

止
し
、
検
討
し
た
結
果
、
今

後
は
補
修
工
事
を
行
わ
ず
、

前
倒
し
し
て
廃
止
す
る
た
め

の
も
の
。

な
お
、
大
ホ
ー
ル
の
被
害

状
況
や
検
討
し
た
補
修
工
事

の
内
容
は
右
欄
参
照
。

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

前
倒
し
廃
止
の
理
由
は

質
問

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

に
つ
い
て
は
、

案
の
補
修

工
事
が
妥
当
と
し
な
が
ら
、

前
倒
し
で
廃
止
す
る
と
最
終

的
に
判
断
し
た
理
由
を
聞
く
。

答
弁

市
民
会
館
は（
仮
称
）

総
合
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
の

開
館
に
合
わ
せ
て
廃
止
予
定

で
、
工
期
が
最
短
の

案
で

補
修
し
て
も
使
用
期
間
が
約

２
年
と
な
る
こ
と
、
同
セ
ン

タ
ー
の
建
設
工
事
費
と
並
行

し
て
多
額
の
補
修
工
事
費
を

支
出
す
る
こ
と
の
是
非
な
ど

を
総
合
的
に
検
討
し
た
。

補
修
工
事
を
行
っ
た

市民会館
大ホール
場
合
の
使
用
期
間
は

質
問

仮
に
市
民
会
館
大
ホ

ー
ル
を
前
倒
し
で
廃
止
せ
ず
、

補
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
の

工
期
や
使
用
期
間
を
聞
く
。

な
お
、
ネ
ッ
ト
上
と
は
い

え
、実
際
に
天
井
が
落
下
し
た

場
合
を
考
え
る
と
、
案
の
採

用
は
疑
問
と
意
見
し
て
お
く
。

答
弁

案
で
は
、
設
計
、

発
注
で
２
カ
月
ず
つ
、
工
事

で
４
カ
月
を
要
し
、
使
用
期

間
は
約
２
年
と
な
り
、

・

案
で
は
、
設
計
、
発
注
、

工
事
で
計

カ
月
を
要
し
、

使
用
期
間
は
約
１
年
と
な
る
。

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

廃
止
の
影
響
を
懸
念

質
問

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

の
稼
働
率
は

％
と
高
く
、

前
倒
し
で
廃
止
し
た
場
合
、

そ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

一
般
利
用
で
入
場
者
が
特
に

多
い
催
し
物
に
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
の
か
。

な
お
、
同
ホ
ー
ル
を
使
え

ず
困
っ
て
い
る
市
民
等
へ
の

丁
寧
な
対
応
を
要
望
す
る
。

答
弁

年
度
の
実
績
で
は
、

一
般
利
用
で
特
に
入
場
者
が

多
い
催
し
物
は
、
幼
稚
園
や

バ
レ
エ
の
発
表
会
等
で
あ

る
。

利
用
者
が
多
い
た
め

市民会館
大ホール
補
修
工
事
の
実
施
を

質
問

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

を
前
倒
し
で
廃
止
す
る
理
由

に
、
使
用
期
間
が
約
２
年
と

時
限
的
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ

て
い
る
が
、

年
度
の
実
績

か
ら
は
２
年
で
約

万
６
０

０
０
人
が
利
用
で
き
る
た
め
、

２
年
も
使
用
で
き
る
と
考
え

る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
。

答
弁

使
用
再
開
に
必
要
な

補
修
工
事
の
工
法
や
費
用
、

廃
止
予
定
施
設
へ
の
財
源
投

入
の
是
非
な
ど
、
総
合
的
な

観
点
か
ら
検
討
し
、
補
修
工

事
を
行
わ
な
い
と
判
断
し

た
。

前
倒
し
廃
止
へ
の

市民会館
大ホール
利
用
者
の
反
応
は

質
問

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

の
使
用
中
止
が
続
く
中
、
前

倒
し
廃
止
に
つ
い
て
新
聞
等

で
報
道
さ
れ
た
が
、
利
用
者

に
混
乱
は
生
じ
て
い
な
い
か
。

答
弁

同
ホ
ー
ル
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
、
地
震
に
よ

る
損
傷
が
原
因
で
あ
る
た
め
、

利
用
者
か
ら
一
定
の
理
解
は

得
ら
れ
て
お
り
、
使
用
料
の

還
付
手
続
き
や
代
替
施
設
の

案
内
な
ど
、
丁
寧
に
対
応
し

て
き
た
。
ま
た
、
報
道
後
も

抗
議
等
は
な
く
、
大
き
な
混

乱
は
生
じ
て
い
な
い
。

ー
ル
に
か
わ
る
総
合
文
化
施

設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
以

前
か
ら
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、

先
送
り
が
繰
り
返
さ
れ
て
き

た
。
近
年
、
多
く
の
市
民
か

ら
早
期
建
設
を
求
め
る
要
望

署
名
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
以
上
の
先
送
り
は
許
さ

れ
な
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
同
ホ
ー
ル
の
補
修

工
事
費
は
高
額
で
あ
る
た
め
、

前
倒
し
廃
止
に
つ
い
て
、
市

民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
と
判

断
す
る
。
廃
止
後
の
市
民
の

文
化
芸
術
活
動
へ
の
支
援
を

求
め
、両
議
案
に
賛
成
す
る
。

新
た
な
文
化
芸
術
拠
点
に

期
待
し
て
両
議
案
に
賛
成

賛
成
討
論

市
民
会
館
大
ホ

ー
ル
に
つ
い
て
は
、
補
修
工

事
に
約
４
８
０
０
万
円
の
費

用
を
か
け
て
も
、
約
２
年
し

か
使
用
で
き
な
い
。
ま
た
、

同
ホ
ー
ル
を
利
用
す
る
文
化

団
体
等
が
期
待
す
る
の
は
、

新
た
な
文
化
芸
術
の
拠
点
と

な
る
（
仮
称
）
総
合
文
化
芸

術
セ
ン
タ
ー
の
早
期
完
成
と
、

文
化
芸
術
に
関
す
る
ソ
フ
ト

事
業
の
充
実
と
考
え
る
。

な
お
、
同
ホ
ー
ル
の
前
倒

し
廃
止
が
本
市
の
文
化
芸
術

活
動
に
後
退
を
も
た
ら
す
こ

と
の
な
い
よ
う
対
応
を
求
め
、

両
議
案
に
賛
成
す
る
。

議
会
は
、

月

日
の
本

会
議
で
、（
仮
称
）枚
方
市
総

合
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
（
施

設
の
概
要
は
上
欄
参
照
）
の

建
設
工
事
に
関
し
、
４
件

（
建
築
工
事
・
電
気
設
備
工

事
・
機
械
設
備
工
事
・
舞
台

機
構
設
備
工
事
）
の
請
負
契

約
締
結
議
案
を
原
案
の
と
お

り
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。

な
お
、
契
約
金
額
等
は
次

の
と
お
り
で
す
。

契
約
金
額

億
１
８
７

２
万
円
（
建
築
工
事
）
、
９

億
９
１
４
４
万
円（
電
気
設
備

工
事
）
、

億
６
３
６
０
万

円
（
機
械
設
備
工
事
）
、
８

億
４
２
４
０
万
円
（
舞
台
機

構
設
備
工
事
）

工
事
期
間

い
ず
れ
も

年
１
月

日
ま
で

答
弁

同
セ
ン
タ
ー
単
体
で

の
整
備
で
あ
る
。

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
の
廃
止

決
定
過
程
に
問
題
あ
り
反
対

討
論

総
合
文
化
芸
術
セ
ン

タ
ー
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

は
、
同
セ
ン
タ
ー
単
体
で
は

な
く
、
市
庁
舎
と
合
築
す
る

こ
と
を
要
望
し
、賛
成
す
る
。

一
方
、
市
民
会
館
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
議

会
や
市
民
の
意
見
を
聞
く
前

に
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
の

前
倒
し
廃
止
の
方
針
を
決
定

し
た
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。

ま
た
、
近
隣
施
設
の
状
況

か
ら
代
替
公
演
も
難
し
い
な

ど
、
市
民
の
文
化
芸
術
活
動

が
十
分
に
行
え
な
い
た
め
、

同
ホ
ー
ル
の
補
修
工
事
を
行

う
べ
き
と
考
え
、反
対
す
る
。

市
民
の
文
化
芸
術
活
動
へ
の

支
援
を
求
め
両
議
案
に
賛
成

賛
成
討
論

市
民
会
館
大
ホ

建
築
費
高
騰
に
契
約
金
額
の

増
額
変
更
で
の
対
応
は
問
題

質
問

今
回
の
建
設
工
事
は
、

（
仮
称
）
総
合
文
化
芸
術
セ

ン
タ
ー
の
単
体
整
備
か
、
市

庁
舎
と
の
合
築
整
備
な
の
か
。

な
お
、
全
国
的
に
多
く
の

災
害
が
発
生
し
、
建
築
費
の

高
騰
が
予
想
さ
れ
る
中
、
施

設
機
能
の
縮
減
で
は
な
く
、

契
約
金
額
の
増
額
変
更
で
対

応
す
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る

と
意
見
し
て
お
く
。

来
年
５
月
１
日
か
ら
元
号

が
変
わ
る
た
め
、
平
成
最
後

の
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
よ
く

耳
に
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は

平
成
最
後
の
年
末
を
い
か
が

お
過
ご
し
に
な
り
ま
す
か
。

今
号
で
は
、
９
月
定
例
月

議
会
の
内
容
を
中
心
に
掲
載

し
ま
し
た
。

枚
方
市
議
会
報
は
、
各
会

派
か
ら
選
出
し
た
委
員
で
構

成
す
る
議
会
報
編
集
委
員
会

で
協
議
・
決
定
し
た
編
集
基

準
に
基
づ
き
編
集
し
て
い
ま

す
。ご

意
見
、
ご
感
想
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
市
議
会
事
務
局

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長

岡
林

薫

副
委
員
長

木
村

亮
太

委

員

田
口

敬
規

松
岡
ち
ひ
ろ
、
妹
尾

正
信

福
留

利
光
、
山
口

勤

八
尾

善
之

議会は、休会中も、常任委員会の所管区分ごとに構成されている委員協議会を開催して、市側の
説明を受け、市政に関する自主的な調査・研究を行っています。委員協議会は、定例月議会の前に
開催されるのが通例ですが、緊急に開催されることもあります。

（１）ひらかたポイント事業について 企画課
（２）行政改革の取り組みについて 行革推進課
（３）コールセンターの導入効果の検証と今後の方向性について 行革推進課
（４）枚方市立メセナひらかた会館の指定候補者の選定について 市民活動課
（５）入札関係不正行為排除に関する取組について 人事課
（６）市職員の受動喫煙対策について 職員課
（７）公用車事故多発非常事態宣言の発令について 総務管理課
（８）工事請負契約締結状況報告（平成 年４月 ６月）について 契約課
（９）（仮称）枚方市総合文化芸術センターについて 文化振興課
（ ）枚方市市民会館大・小ホールについて 文化振興課

（１）教育に関する事務の点検及び評価について 教育政策課
（２）市立学校園における空調設備の整備について まなび舎整備室
（３）中学校給食の全員喫食に向けた実施手法等について おいしい給食課
（４）就学前の教育・保育施設に係るひらかたプラン（素案）について 教育政策課、教育指導課
（５）公立幼稚園における３歳児保育の実施及び預かり保育の拡充について 教育政策課、教育指導課

（１）高齢者外出支援策の方向性について 長寿社会総務課
（２）障害者（児）歯科診療事業の充実について 障害福祉室
（３）就学前の教育・保育施設に係るひらかたプラン（素案）について 子ども青少年政策課
（４）待機児童対策について 子育て事業課

（１）枚方市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の改定について 環境保全課
（２）生産緑地制度の見直しについて 都市計画課
（３）枚方市街地開発株式会社の自律経営に向けた取組みについて 景観住宅整備課
（４）（仮称）枚方市総合文化芸術センター建設工事について 施設整備室
（５）建築基準法の一部改正に伴う手数料の設定について 開発審査課

委委員員協協議議会会だだよよりり委員協議会だより

総総務務委委員員協協議議会会 ９９月月６６日日総務委員協議会 ９月６日
委委 員員 長長 有有 山山 正正 信信 委委員員 前前 田田 富富 枝枝、、野野 口口 光光 男男、、木木 村村 亮亮 太太、、池池 上上 典典 子子、、委 員 長 有 山 正 信 委員 前 田 富 枝、野 口 光 男、木 村 亮 太、池 上 典 子、
副副委委員員長長 工工 藤藤 衆衆 一一 岡岡 林林 薫薫、、西西 田田 政政 充充副委員長 工 藤 衆 一 岡 林 薫、西 田 政 充

文文教教委委員員協協議議会会 ９９月月７７日日文教委員協議会 ９月７日
委委 員員 長長 岩岩 本本 優優 祐祐 委委員員 手手 塚塚 隆隆 寛寛、、福福 留留 利利 光光、、大大 塚塚 光光 央央、、千千 葉葉 清清 司司、、委 員 長 岩 本 優 祐 委員 手 塚 隆 寛、福 留 利 光、大 塚 光 央、千 葉 清 司、
副副委委員員長長 広広瀬瀬ひひととみみ 大大森森由由紀紀子子、、上上 野野 尚尚 子子副委員長 広瀬ひとみ 大森由紀子、上 野 尚 子

厚厚生生委委員員協協議議会会 ９９月月 日日厚生委員協議会 ９月 日
委委 員員 長長 山山 口口 勤勤 委委員員 田田 口口 敬敬 規規、、堤堤 幸幸 子子、、岡岡 沢沢 龍龍 一一、、野野 村村 生生 代代、、委 員 長 山 口 勤 委員 田 口 敬 規、堤 幸 子、岡 沢 龍 一、野 村 生 代、
副副委委員員長長 中中 武武 貞貞 勝勝 丹丹 生生 真真 人人、、八八 尾尾 善善 之之副委員長 中 武 貞 勝 丹 生 真 人、八 尾 善 之

建建設設環環境境委委員員協協議議会会 ９９月月 日日建設環境委員協議会 ９月 日
委委 員員 長長 漆漆 原原 周周 義義 委委員員 高高 野野 寿寿 陛陛、、松松岡岡ちちひひろろ、、大大 橋橋 智智 洋洋、、大大 地地 正正 広広、、委 員 長 漆 原 周 義 委員 高 野 寿 陛、松岡ちひろ、大 橋 智 洋、大 地 正 広、
副副委委員員長長 妹妹 尾尾 正正 信信 藤藤 田田 幸幸 久久、、堀堀 井井 勝勝副委員長 妹 尾 正 信 藤 田 幸 久、堀 井 勝

議
会
は
、

月

日
の
本
会
議
で
５
件
の
意
見

書
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

意
見
書
と
は

市
の
公
益
（
市
民
の
日
常
生
活

に
か
か
わ
る
公
共
の
利
益
）
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
、
議
会
の
意
思
と
し
て
議
決
し
、
国
会
ま
た

は
関
係
行
政
機
関
に
提
出
す
る
も
の
で
す
。

学
校
施
設
や
通
学
路
に
お
け
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
性
確
保
を

求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求

め
ま
す
。

記

１．
全
国
の
通
学
路
に
お
い
て
も
緊
急
総
点
検
・

調
査
を
実
施
し
、
必
要
に
応
じ
て
民
間
事
業
者

と
連
携
し
な
が
ら
、
速
や
か
に
工
事
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、地
方
自
治
体
に
対
す
る
技
術
的

財
政
的
支
援
を
行
う
こ
と
。
そ
の
際
、
一
般
家

庭
の
塀
に
つ
い
て
も
、
倒
壊
の
可
能
性
が
あ
る

場
合
な
ど
に
支
援
で
き
る
制
度
を
検
討
す
る
こ

と
。
ま
た
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
や
防

災
・
安
全
交
付
金
の
効
果
促
進
事
業
の
積
極
的

な
活
用
を
図
る
こ
と
。

２．
学
校
施
設
の
安
全
対
策
に
要
す
る
費
用
に
つ

い
て
は
、
塀
の
修
繕
等
の
小
規
模
工
事
に
対
す

る
補
助
制
度
や
、
法
定
点
検
と
そ
れ
に
伴
う
修

繕
に
対
す
る
補
助
制
度
の
創
設
な
ど
を
検
討
す

る
こ
と
。
そ
の
際
、
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付

金
の
防
災
機
能
強
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
広
域

で
の
申
請
を
認
め
る
な
ど
、
弾
力
的
な
運
用
を

行
う
こ
と
。

提
出
先

総
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら
な
る

強
化
を
求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら
な
る
強

化
に
向
け
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求

め
ま
す
。

記

１．
児
童
虐
待
防
止
体
制
を
強
化
す
る
プ
ラ
ン
を

新
た
に
策
定
す
る
と
と
も
に
、
地
方
交
付
税
措

置
を
含
め
た
必
要
な
財
源
措
置
を
速
や
か
に
講

じ
る
こ
と
。

２．
子
ど
も
の
問
題
を
児
童
相
談
所
に
一
極
集
中

さ
せ
て
い
る
現
状
を
改
め
る
こ
と
。
具
体
的
に

は
、
児
童
相
談
所
と
市
町
村
の
役
割
分
担
を
さ

ら
に
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
関
係
施
設
や

等
の
民
間
機
関
・
団
体
、
他
の
行
政
機
関

等
と
の
連
携
を
強
化
し
て
役
割
分
担
、
協
働
を

加
速
化
す
る
児
童
相
談
体
制
改
革
を
行
う
こ
と
。

３．
児
童
相
談
所
間
及
び
児
童
相
談
所
と
市
町
村

の
情
報
共
有
に
つ
い
て
は
、
全
国
か
ら
ア
ク
セ

ス
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
こ
と
。ま
た
、

児
童
相
談
所
と
警
察
の
情
報
共
有
に
つ
い
て
は
、

必
要
な
情
報
が
タ
イ
ム
リ
ー
か
つ
確
実
、
効
果

的
に
共
有
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
。

４．
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
１
８
９

を
児
童
虐
待
の
通
告
に
限
定
す
る
こ
と
。

５．
保
育
所
や
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
と
情
報
共

有
を
図
る
こ
と
。

提
出
先

総
務
大
臣
、
法
務
大
臣
、

文
部
科
学
大
臣
、厚
生
労
働
大
臣
、

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
、

少
子
化
対
策
担
当
大
臣

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
に
よ
る
日
本
人

拉
致
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め
る
意
見
書

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
以
下

北
朝
鮮

と
い
う
。）が
日
本
人
の
拉
致
を
初
め
て
認
め
謝
罪

し
た
平
成

年
の
日
朝
首
脳
会
談
以
降
、
５
名
の

拉
致
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
帰
国
は
実
現
し
た
も

の
の
、
い
ま
だ
政
府
認
定
の

名
を
初
め
と
す
る

拉
致
被
害
者
が
北
朝
鮮
に
残
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ

て
い
ま
す
。

学
校
施
設
や
通
学
路
に
お
け
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
性
確
保
を

求
め
る
意
見
書

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら
な
る

強
化
を
求
め
る
意
見
書

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
に
よ
る
日
本
人

拉
致
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め
る
意
見
書

可可
決決
しし
たた
意意
見見
書書（（
要要
旨旨
））

可
決
し
た
意
見
書（
要
旨
）

こ
れ
ま
で
、
北
朝
鮮
は
、
我
が
国
の
主
権
や
国

民
の
生
命
、
安
全
に
か
か
わ
る
拉
致
問
題
に
つ
い

て
、
極
め
て
不
誠
実
な
態
度
を
と
り
続
け
て
き
ま

し
た
。

平
成

年
８
月
に
は
、
日
朝
実
務
者
協
議
に
お

け
る
合
意
に
基
づ
き
、
一
旦
は
北
朝
鮮
が
拉
致
被

害
者
に
関
す
る
全
面
的
な
調
査
を
行
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
が
、
北
朝
鮮
か
ら
の
一
方
的
な
通
告
に

よ
り
、
合
意
事
項
が
実
施
さ
れ
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
朝
鮮
は
、
平
成

年
７
月
に
弾
道
ミ

サ
イ
ル
を
発
射
し
た
後
、
国
際
社
会
か
ら
の
再
三

の
警
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昨
年

月
ま
で
弾
道

ミ
サ
イ
ル
の
発
射
を
繰
り
返
し
、
さ
ら
に
、
平
成

年

月
か
ら
昨
年
９
月
ま
で
６
回
に
わ
た
り
核

実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
年
６
月
の
米
朝
首
脳
会
談
に
お
い
て
朝
鮮
半

島
の
非
核
化
は
宣
言
さ
れ
た
も
の
の
、北
朝
鮮
は
、

平
成
６
年
の
核
開
発
凍
結
を
定
め
た
米
朝
の
枠
組

み
合
意
な
ど
、
過
去
の
合
意
を
こ
と
ご
と
く
破
棄

し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

拉
致
事
件
の
発
生
か
ら
既
に

年
以
上
が
経
過

し
て
お
り
、
拉
致
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
置
か
れ

て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
れ
以
上
解
決
に

時
間
を
費
や
す
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、
政
府
は
、
日
朝
平
壌
宣
言
の
精
神
に

立
っ
て
、
拉
致
問
題
を
初
め
、
核
問
題
な
ど
の
包

括
的
解
決
を
図
る
と
い
う
立
場
を
堅
持
し
、
６
カ

国
協
議
を
再
開
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
国
際
協
調

を
図
る
と
と
も
に
、
制
裁
措
置
と
あ
わ
せ
て
２
国

間
で
の
対
話
も
進
め
る
な
ど
、
北
朝
鮮
に
よ
る
日

本
人
拉
致
被
害
者
全
員
を
一
刻
も
早
く
救
出
し
、

拉
致
問
題
を
完
全
に
解
決
す
る
た
め
、
全
力
で
取

り
組
む
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

提
出
先

内
閣
総
理
大
臣
、
法
務
大
臣
、

外
務
大
臣
、
拉
致
問
題
担
当
大
臣

水
道
の
戦
略
的
な
基
盤
強
化
を求

め
る
意
見
書

政
府
は
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求

め
ま
す
。

記

１．
老
朽
化
対
策
や
耐
震
化
対
策
を
初
め
、
国
民

の
命
を
守
る
イ
ン
フ
ラ
設
備
で
あ
る
水
道
施
設

の
更
新
、
維
持
、
管
理
に
全
力
を
挙
げ
る
と
と

も
に
、
そ
の
国
庫
補
助
所
要
額
を
確
保
す
る
こ

と
。

２．
将
来
に
わ
た
り
安
全
な
水
の
安
定
供
給
を
維

持
し
て
い
く
た
め
、
水
道
施
設
の
管
理
者
で
あ

る
地
方
公
共
団
体
等
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携

を
深
め
な
が
ら
、
広
域
連
携
や
適
切
な
資
産
管

理
の
推
進
、さ
ら
に
は
官
民
連
携
の
推
進
な
ど
、

具
体
的
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
水
道

の
戦
略
的
な
基
盤
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
。

提
出
先

厚
生
労
働
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の推

進
を
求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求

め
ま
す
。

記

１．
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
お
い
て
実
店
舗
等

が
コ
ス
ト
を
負
担
し
て
い
る
支
払
い
手
数
料
の

あ
り
方
を
見
直
す
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
変

革
の
た
め
の
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
。

２．
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
お
い
て
地
域
商
店

街
等
と
連
携
し
た
ポ
イ
ン
ト
制
度
な
ど
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
措
置
を
検
討
し
、
消
費
者
の
利
便

性
向
上
を
図
る
こ
と
。

３．

コ
ー
ド
等
の
技
術
的
仕
様
の
標
準
化
を

行
う
な
ど
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
関
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
統
一
規
格
等
を
整
備
す
る
こ
と
。

４．
産
・
官
・
学
が
連
携
し
て
必
要
な
環
境
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を

通
じ
て
新
た
に
生
み
出
さ
れ
る
デ
ー
タ
の
利
活

用
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
促
進
す
る
こ
と
。

提
出
先

財
務
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣

水
道
の
戦
略
的
な
基
盤
強
化
を求

め
る
意
見
書

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の推

進
を
求
め
る
意
見
書

総
合
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
の
完
成
イ
メ
ー
ジ

（
外
観
パ
ー
ス
）

建
設
場
所
の
位
置
図
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